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「子ども会」は、乳幼児から高校3年生までの子どもを構
成員とした、地域を基盤とする異年齢の集団のことを指し
ます。異年齢でのさまざまな体験や活動を通して、子ども
たちは自ら仲間づくりや鍛錬、挑戦する経験を積むことに
より、心身の健やかな成長を促します。また、社会生活を
営むための基本的な態度や技術を身に付けることも目的と
しています。

「育成会」は、子ども会の活動を支援する大人の組織です。
そのため、育成会の活動は、子ども会の話合いを見守り、
計画づくりの道案内や活動に必要な道具の運搬など、子ど
も会活動を側面から支援することです。

「子ども会」と「育成会」を合わせて「子ども会育成会」と言
います。これらは町内会単位や校区単位で組織され、その地域
を中心に活動します。

〇
〇
子
ど
も
会

〇
〇
育
成
会

・子どもの集まり
・子どもたちが自主的に運営する組織
☆活動のポイント
子どもたちが実際にできる範囲の活動にしましょう。
さまざまな年齢の子どもが楽しめる活動にしましょう。

・大人の集まり（保護者、地域の方々）
・子ども会活動を支援する組織
☆活動のポイント
上から指示を出すのではなく、子ども会を下から

支えて盛り上げる形で支援していきましょう。

〇
〇
子
ど
も
会
育
成
会
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第１章
それぞれの組織を知ろう



子ども会活動と呼ばれる行事や活動には、子どもが主催のもの、
大人が主催のもの、そして、町内会が主催のものなどがありま
す。それぞれを主催する団体に振り分けることで、子どもたち
が取り組むべき活動が明確になります。

【活動例】
1年生歓迎会、交通安全立哨運動、ラジオ体操、
十五夜相撲大会、クリスマス会、子ども会の見守り、
地域の伝統文化行事

‣1年生歓迎会
‣ラジオ体操
‣クリスマス会

‣交通安全立哨運動
‣子ども会の見守り

‣十五夜相撲大会
‣地域の伝統文化行事

子ども会
(子どもが主催)

育成会
(大人が主催)

町内会
(大人が主催)

ここ（子ども会）の活動を子どもたちで運
営できるように支援しましょう。
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第２章
あなたの子ども会をチェック



子どもたちによる子ども会活動を目指して、子どもた
ちが次の項目に取り組めるように見守り、支えましょう。

〈子ども会の活動の８つのポイント〉
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第２章
あなたの子ども会をチェック

No. ✔ 項目 内容

１ 子どもの会長 子どもたちで子どもの役員を決めましょう。

２ 年間計画
子どもたちで子どもがしたい活動を決めま

しょう。（年に1～3回の活動）

３ 活動費用
子どもたちで活動にかかる費用を管理しま

しょう。

４ リーダー会議
子どもたちで活動のプログラムを決めましょ

う。

５ 道具の準備
子どもたちで活動に必要な道具を準備しま

しょう。（借用、購入）

６ 会員へ周知 子どもたちで活動の開催を案内しましょう。

７ 行事の運営
子どもたちで受付、進行、あいさつ、活動の

説明をしましょう。

８ 振り返り
子どもたちで活動の記録を残しましょう。

（日誌、壁新聞）



子どもたちで運営する子ども会を目指して、育成会では上級
生による「リーダー会議」の日時と場所を設定します。リー
ダー会議には必ず育成会員の見守りが必要です。そのため、
リーダーたちと見守る育成会員が参加できる日程を調整するこ
とから始めます。

ステップ①
育成会は、最初のリーダー会議の日時と
場所を設定します。

まず、リーダーたちの保護者が参加できる日時を確認します。
日時が決まったら、開催場所を予約・申請します。なお、子ど
も会活動は地区公民館の使用料が減免されます。
また、小学校の昼休みに開催されるリーダー会議もあります
が、小学校の使用については必ず事前に協議を行う必要があり
ます。

【地区公民館で開催の様子】 【小学校で開催の様子】
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第３章
育成会にしてもらいたいこと



ステップ③リーダー会議を見守ります。
☆リーダー会議の流れは「子どもリーダー編」の第２章に記載
されています。

☆ポイント
・大人が話し合う、または大人が決める会にならないように
注意しましょう。
・子どもたちの意見を大切にし、やりたいことを創造できる環
境を整えましょう。
・活動の目的はリーダーたちで共有できるようにしましょう。
・子どもたちが主体的に行える活動内容を考えましょう。
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ステップ②
最初のリーダー会議は、

育成会が進行します。
☆子どもたちへ伝えたい内容
・子ども会の活動は子どもたちが考えて実行する会であること
・上級生がリーダーとなり、話し合いを進めること
・子どもたちが話し合いで決まった内容を大人に伝えること

【育成会がリーダーたちへ説明をしている様子】

第３章
育成会にしてもらいたいこと
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リーダー会議から活動当日までの実際例

日付 会議 時間 話し合いの内容

5/2 １回目 30分 リーダー長、副リーダー長、記録係を決める。

5/7 ２回目 30分 何をしたいか話合い。

5/14 ３回目 30分 担当決め。担当に分かれて話合い。

5/21 ４回目 30分 担当に分かれて話合い。

5/28 ５回目 30分 全体のタイムスケージュールづくり。

5/31 ６回目 30分 全体の流れをリハーサル。担当の役割を確認。

6/15 歓迎会の実施 自己紹介、ケイドロ、ドッジボール 等

事例① 『初めて子供主体の子ども会を実施した子ども会』
（新一年生歓迎会）

事例② 『子供主体の子ども会を実施している子ども会』
（子ども会夏祭り）

日付 会議 時間 話し合いの内容

6/5 １回目 30分 リーダー長、副リーダー長、記録係を決める。

6/12 ２回目 60分 何をしたいか話し合い。

7/3 ３回目 60分 担当決め。担当に分かれて話し合い。

8/18 夏祭りの実施 射的、水風船つり、かき氷、スイカ割り

9/4 振り返り 壁新聞づくり

第３章
育成会にしてもらいたいこと



育成会の役割は、子ども会活動の見守りです。しかし、役員を担うと鹿
屋市子ども会育成連絡協議会（市子連）への会費や保険の申請、学校やＰ
ＴＡとの関わり、地域行事の運営など多くの作業があります。地域によっ
て活動内容は異なりますが、ここでは１年間の主な活動を紹介します。

時期 主な活動内容

４月 上旬
中旬

〇新育成会長の報告（市子連、学校）
〇市子連総会へ出席（安全共済会加入手続きの説明等）

５月 下旬
〇市子連会費と安全共済会掛金の手続き期限
（会費：小中学生100円、掛金：170円）

６月 中旬
〇市子連事業『わくわくチャレンジお助け金』の
申込期限（希望する場合）

７月

８月

９月 上旬
〇市子連へ、夏休みに実施した青少年ふるさと美化活動
の参加者数を報告

10月

11月

12月

1月 下旬 〇子ども会大会（リーダー研修会）対象：５年生

2月 〇育成会の話合いの日時を調整、連絡

3月

〇育成会の話合いを開催
〇役員の引継ぎ会を開催
・１年間の活動報告
・活動に伴う関係機関と連絡先
・子ども会員の名簿、連絡方法
・会計処理（会費の集金、会計簿の処理）
・市子連との関わり（総会、安全共済会）
・学校との関わり（学校行事、PTA）
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それぞれの行事の２か月前
にはリーダー会議を行えるよ
うにしましょう

第３章
育成会にしてもらいたいこと



市子連には、「子どもの人数が少なくなったため活動できな
い」、「引っ越して来たら子ども会がない地域だった」といった
相談が寄せられています。そこで、新たに子ども会を設立する流
れや手続きについて説明します。

【手続きの流れ】

～子ども会がない！ 子ども会がなくなりそう！～

①市子連に子ども会を設立したい地域の状況を相談
問い合わせ先
鹿屋市子ども会育成連絡協議会（鹿屋市教育委員会生涯学習課内）
電話 ：0994-31-1138
Mail：syougaku@city.kanoya.lg.jp

②市子連と設立する子ども会の組織について検討

③加入申込書の作成
・加入申込書の集約方法（紙集約またはｲﾝﾀｰﾈｯﾄ集約）
・加入申込書の提出先と提出期限またはｲﾝﾀｰﾈｯﾄ入力期限
・加入申込書集約後に保護者で話し合いをする日時と場所

④設立する地域の子どもたちへ子ども会加入申込書を配布

⑤加入する子どもの保護者で話合い
・名簿作成と会費集金
・保護者の代表者を決定
・子どもたちに活動してもらいたい活動を話合い
・最初のリーダー会議の日時、場所、見守る保護者を決めます。

⑥市子連へ子ども会の登録（子ども会費と安全共済掛金）

⑦リーダー会議の開催

⑧子ども会活動の開催

子ども会 スタート！
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第３章
育成会にしてもらいたいこと



子どもわくわく
チャレンジお助け金

市子連ジャー派遣

鹿屋市子ども会
会員証

鹿屋市子ども会
Instagram配信

子どもが主体となる子ども会
を目指すために、子どもたち
が計画した活動の費用の一部
をお助け（補助）します。
（申請締切６月中旬ごろ）

「子ども会の見守りはどのよ
うに行うのか」、「子どもが
少ない地域だから活動ができ
ない」といった不安を解決す
るために、市子連役員が直接
出向いて共に解決します。
【令和６年度実績：５単位子ども会】

鹿屋市の単位子ども会に加入
している小学生・中学生を対
象に会員証をプレゼントして
います！会員証を指定の市内
小売店で提示すると、さまざ
まなサービスを受けられる
キャンペーンを展開していま
す。

↑会員証

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
↓ｻｰﾋﾞｽ対象店舗

市子連事業の告知や活動報
告、また各単位子ども会の
活動紹介を行っています。

＠kanoyashi_kodomokai
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困ったときは、
いつでもご連
絡ください！

【連絡先】

鹿屋市子ども会育成連絡協議会
（鹿屋市教育委員会生涯学習課内）

TEL:0994-31-1138

鹿屋市子連のInstagram
では、随時活動の様子を
アップしています。
ぜひフォローしてご覧く
ださい。

メール:syougaku@city.kanoya.lg.jp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市子ども会育成連絡協議会 

キャラクター「にこちゃん」 

鹿屋市ジュニア・リーダークラブ 

キャラクター「名称 思案中」 

子どもたちの主体性を育むために 

このハンドブックが、子どもたちの輝く未来を育む一助となれば幸い

です。 

子ども会は、子どもたちが主体的に活動し、仲間と協力しながら成長

できる大切な場です。育成会の皆様には、この活動を支える重要な役割

を担っていただいております。 

本書「育成会にしてもらいたいこと」の「リーダー会議を支援する 3

ステップ」を参考に、子どもたちが自分たちで企画・運営できるよう、

温かく見守り、効果的な支援をお願いいたします。 

活動中には、困難に直面することもあるかもしれません。しかし、子

どもたちの頑張りを認め、励まし、共に成長していきましょう。 

子どもたちの笑顔と成長は、未来社会を担う力となります。 その健や

かな成長を、私たちと支えていきましょう。 

子ども会ハンドブック 

令和 7 年 4 月発行 
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